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教育の様々な事象を研究し論文化することは、学会員が日頃から心掛けていることではあるが、
教育事象の論文化は、必ずしも容易なことではない。その主な理由は、教育事象がもつ独特の多様
性と複雑性があること、教育の方法と成果との関係が必ずしも対応的でないこと、生徒の成長に関
わる貴重な教育の場には実験的方法がそぐわないことなどの要因があるため、実験と観察、仮説と
検証、特定研究手法の適用といった定式的な研究方法が取りにくいためである。
そのため、教育事象を研究し論文化するには、基本となる視点を明確にもつことが重要になる。
その一つの方法として、教育事象を位相的に捉えることについて考えてみたい。位相という用語の
意味は、物理学や数学の分野で定義されているが、ここでは、教育学的に捉える意味で、?対象とし
ている教育事象について、社会の動きや変化の中に現れているその教育事象に関する特定の状況、
または、その教育事象と周囲との関係によって生じている位置?のことであるとする。
教育事象の位相を踏まえて考察する場合、その位相には、大きく分けて歴史的位相と階層的位相
があると考えられる。これをもう少し、具体的に説明しよう。
まず、歴史的位相とは、観察の対象とする教育事象がどのような歴史的経緯によって今日成立し
ているかという見方に基づくものである。対象としている現時点の教育事象について、その教育事
象をもたらすことになった歴史的推移や要因を関係的に捉え、また、それらのつながりをたどるこ
とによって、歴史的位相が明らかになってくる。教育事象の歴史的位相を明らかにすることにより、
現状の問題の由来を把握したり、より的確に課題解決の方法を示したり、将来の行方を歴史的流れ
に立って展望したりすることができる。
?に、階層的位相とは、観察の対象としている教育事象に関して、その教育事象をもたらしてい
る現代の社会的背景や社会的要因が形作っている関係性のことである。階層的位相には、上位レベ
ルとして、第1に理念・目標のレベル、第2に背景・要因のレベル、第3に現実・実践のレベルがあ
る。第1の理念・目標のレベルの下位レベルには、教育が目指す方向を抽象化した教育理念のレベ
ルがあり、その教育理念を具体的方針として示した教育ビジョンのレベル、さらにそれを目標・目
的として具体化した目標・目的のレベルがあると考えられる。これらの下位レベルは、国・文部科
学省、都道府県・政令市教育委員会、市町村教育委員会、学校といったように、それぞれ領域化す
ることができる。
第2の背景・要因のレベルの下位レベルには、社会的状況のレベル、教育行政のレベル、教育政
策のレベル、教育動向のレベルがある。そして、第3の現実・実践のレベルの下位レベルには、教
育経営のレベル、教育実践のレベルがある。教育実践のレベルには、さらなる下位レベルとして、
学校行事など教育活動のレベル、個々の教師の授業実践のレベル、生徒の学習のレベルなどがある。
これらの上位レベルおよび下位レベルの各要素は、それぞれ相互に影響し合っている。
こうした見方に立てば、新学習指導要領（2018年3月告示）が目指す?社会に開かれた教育課程?
の理念は、?開かれた学校づくり?から続く歴史的位相、文部科学省および教育委員会の教育行政の
レベルと各学校の教育実践のレベルという階層的位相に立って考察することにより、研究と論文化
の足掛かりを得ることができ、今後の展望を一層明確にもつことができるだろう。
